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２．草刈機（刈払機、自走式草刈機）

（１）作業姿勢不安定による事故

２．草刈機 （１）作業姿勢不安定による事故 ① １７

雨上がりの3.2mある法面をロングの刈払機で草刈り中、足が滑り法面を滑り落ち、

回転している刃に足が落下、足の小指部分を切創。

（平成21年8月 午後2時頃 男性・60歳）

事故の概況

当日午前中は、雨が降っていた。午後から土手の草刈りをした。法面の長さは3.2ｍあ

り、通常より30cm長い刈払機で、２段刈りですむものを使っていた。

最初、下段部を刈り、次いで道路の上部から土手下を覗き込む姿勢で、下へ刈払機を伸

ばして刈っていた。少し下に刈り残したところがあり、土手に数歩降りて手を伸ばして刈

ろうとした時、法面が濡れていて足が滑り、そのまま法面を下まで滑り落ちた。その時回

転していたチップソーの回転刃に、乗ったように落ち、左足の小指と薬指の間を回転刃で

約5cm切り込んだ。左足薬指、小指間の切創。

自分で車までいって、コンビニの袋で足全体を包むように縛り自宅に帰った。当日は休

日で、消防署に電話して当番医を教えてもらい、家から約20分の医療機関を受診した。縫

合等治療が終わったのは夕方近くだった。受診した時、袋の中は血でジャバジャバだった。

事故原因と対策

現場の法面の長さは320cm、法面の斜度は38度であるが、雨で滑りやすかったと考えら

れる。これまでの調査では斜度が40度を超えたところで、事故が多く発生しているが、や

はり雨上がりで滑りやすく、40度以下のところでも起こったと考えられる。

また、靴はスパイク靴や安全靴ではなく普通の長靴であり、手を伸ばすことでより不安

定となったと考えられる。

なお、ご本人曰く「刈払

機を買ってきて、最初にす

ることは安全カバーを外す

ことだ」とのことで安全カ

バーは外してあった。なお、

回転刃は直径10インチ（255

mm）のものであり、もし通

常の230cmのものであった

ら、小指を切り落とすとこ

ろであった。

このような場所にこそ、

法面に小段の設置が望まれ

る。

３２０cm 角度３８°

畦１２０cm

４０cm

雨上がりの法面3.2m、斜度38°。刈払機で、手を伸ばして刈ろ
うとして、足が滑り、法面を滑り落ち、回転刃の上に足を乗せた。

あわや、小指を切断するところだった。
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２．草刈機 （１）作業姿勢不安定による事故 ② １８

水田の冷や水避けの土手で、草刈り中に窪みに足を取られ、足を切った

（平成25年7月 10時頃 男性・79歳）

事故の概況

朝８時から、冷や水避け用の土手の草刈りを背負式草刈り機で実施。100ｍの長い土手

の草刈りが終了し、短い土手を刈っていた10時20分頃、土手に開けてある水入れ口の窪み

に足を取られた。体が右に傾き、それにともなって操作棹が左側に向かい、刈刃が左足に

当たり、第２趾が切れた。11時30分、草刈りを中止して、軽トラックで帰宅。

直ぐにかかりつけの病院に電話したが、海の日で休診であった。そこで総合病院に電話

連絡し、受け入れ可能であることを確認し、車で病院に向かい、20分で到着。診察の結果、

Ｘ線で骨折がなく、傷口を７針縫合した。破傷風ワクチン注射し、午後２時に帰宅した。

左足第２趾切創 通院4回、治療期間25日間、現在でも時として傷口が痛むことがある。

事故原因と対策

草刈り時、右足が滑って、冷や水避けの土手の溝に足を取られたことが事故の大きな要

因と考えられるので、履物にはスパイク付き森林作業用長靴（先芯入り）を使用していれ

ば足の滑りは防げ、また、脛保護機能付きの防護具を装着していれば、刈刃による左足の

切創も防止できたものと考える。

現場は、傾斜地の水田が段々状に並んだ最下段の水田があり、二面が直ぐ上の段にある

水田からの法面に囲まれている。事故発生地点は水口側の冷や水避け堀の土手に作られた、

水流入用の

溝付近であ

った。草刈

りをしてい

た本人の右

足が滑り、

この溝に足

を取られた

ことが事故

原因と考え

られる。

冷や水避けの溝に足を落とし、
その時左足に刈刃が当たった。

左足第２趾切創
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２．草刈機 （１）作業姿勢不安定による事故 ③ １９

水田の土手を草刈り中、急勾配の法面で滑って転んで右肩と背中を打った

（平成25年5月 11時頃、土手の法面で 男性・53歳）

事故の概況

朝９時から所有する水田の土手草刈りを刈払機で実施していた。草丈は30cm程度であっ

た。農道に面する傾斜の強い大土手（幅５．４ｍ）の草刈り中、草刈りが終了間近の時、

刈払機を左下に振り下ろした際に足が滑って、仰向けに転んで右肩から背部を打った。

打った部位には鈍痛があった。当日は土曜日であり、明日も日曜で医療機関が休診であ

ったため、月曜日に近くの整骨院を受診。右肩から背部の打撲とのことで、低周波治療を

受け、冷湿布を張ってもらった。４日分の湿布薬が処方された。その湿布薬で痛みは軽減

され、その後受診はしなかった。

事故原因と対策

事故があった水田は傾斜面に作られたいくつかの水田の最下段にあり、この土手は一番

幅が広く曲がり、次の側面の土手へと続いている。事故はこの曲がり部の間近で発生した。

発生地点の土手の法面幅は5.4mで、法面の中間地点であった。事故発生地点の傾斜は42゜、

その上方部36゜と非常に傾斜が強く、歩くだけでも危険だと感じられた。事故発生地点の

斜め下方にはコンクリート製の集排水枠があり、転倒した際にこのコンクリートにぶつか

れば大けがになったかもしれない。

使用した肩掛式草刈り機は全長187cm、刃先からハンドル部までの長さは124cmであった。

チップソーの径は25cmであった。肩掛けベルトは両肩に掛けるタイプであり、片肩よりも

負担は少ないと思われた。

服装は、つば付き帽子、保護メガネなし、地下足袋、作業衣、背抜き手袋、防護用の前

掛けは無し。草刈りは年

に4回行っている。

受傷者はこの急斜面の

土手で滑って転びそうに

なった経験が何回もある

という。そのため、長靴

ではなく、地下足袋の方

が滑りにくいので、これ

を利用しているという。

対策としては、小段を

設けることが一番の方法

と考えられる。また、様

々なスパイクシューズも

開発されており、適切な

靴の紹介、あるいは開発が求められる。

法面の長さ５．４ｍ
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２．草刈機 （１）作業姿勢不安定による事故 ④ ２０

雨天の中、法面の草刈り中、法面を5.5ｍ滑り落ち、谷底に臀部から叩きつけられ、

右肋骨骨折、左手首捻挫、左あご打撲。

（平成25年 5月 午前10時頃 男性・62歳）

事故の概況

い草や茅を刈る２枚刃の背負い式刈払機で、８時頃から４人で法面の草刈りをしていた。

土手の長さ約50ｍ、法面の長さ7.5ｍ、斜度は道路の端から3ｍまでが39度、さらにその下

に向かって次第に斜度がきつく、50度くらい。

道路に並行に横方向に刈り、次の段の横方向に刈ろうと、法面の中断に降りようとした

とき、法面が濡れており、一気に垂直方向で4.5ｍ下の小さな滝壺のような所に落ちた。

落ち始めの位置の斜度は61度。穴・滝壺の向かって右側に石が積まれており、底の部分は

土混じりの砂利状態。

落ちたところは、石が積まれているところではなく、底の砂利状態の場所であり、もし

石の積まれているところに落ちていたら、重症・重体に陥っていたかもしれない。

手がしびれたようになって動かなかった。歩いて車まで行って、受診。肋骨骨折、左手

首捻挫、左あご打撲。

事故原因と対策

事故現場は、傾斜が40度以上あり、乾いた状態でも危険箇所であり、まして雨中の作業

であり、通常の長靴での作業であった。

小段の設

置等根本的

な対策が必

要であり、

かつスパイ

ク靴の着用

など、地域

での話し合

いなどが必

要と考えら

れた。

38.5°

50°

61°

3m

4.5m

Ａの道路から法面を横方向に刈り、次に下に降り、Ｂの地点から横方向に刈ろうと
した時、足元が滑り、刈払機を持ったまま、一気に下の人のＣ地点まで滑落

Ｂ

Ｃ

Ａ
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（２）事前の環境未確認による事故

２．草刈機 （２）環境未確認 ２１

刈払機使用中、地面から跳ね飛んできた鋼線が右下腿の脛に刺さった。

（平成23年8月 10時頃 男性・35歳）

事故の概況

刈払機で道路横の溝の脇（牛舎前）を草刈り作業中、径2 mm、長さおよそ15 cmのＬ字

型の鋼線が跳ね飛んできた。右脛に突き刺さり、先が貫通した。

生地の薄い夏用のつなぎ作業着で防具はしていなかった。1カ月と数日前にも左脛を負

傷した後だったので、左足を引きずりながら仕事をし始めたときの事故であった。

現場は、柵補修後の部材を焼いたりしていたところで、石や釘などもよく跳ね飛ぶこと

があるような場所であった。

負傷後、親の運転する車で、近くの駅前の医院（整形外科）に、事故15分後に行った。

麻酔なしで、30分くらいの治療を受けた。入院はしなかった。

事故原因と対策

現場は、物がよく跳ね飛ぶことがあるような場所での草刈りで、事前の環境確認により

今回の異物を除去できたと考えられる。また、全く防具をしておらず、基本的な作業安全

を徹底する必要がある。

その後、事故を起こした場所には、いろいろなものが落ちていて草刈り機使用は危険な

ので、除草

剤を使うよ

うにしたが、

刈払機使用

中での防具

は、相変わ

らずしてい

ない。

作業時の服装、防護がされておらず、脛を鋼線が貫通した。

下腿部

頸骨
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（３）刃の回転による事故（キックバック、飛散物など）

２．草刈機 （３）回転による事故 ① ２２

刈払機で排水路の法面を草刈り作業中、隠れていた異物に刈刃が当たり、チップが

欠け散って右手首に貫入 （平成25年8月 排水路法面にて 男性・54歳）

事故の概況

秋蒔き小麦の収穫後、刈払機（肩掛け式、固定式スロットル、エンジン排気量26mlで排

水路の法面の草刈りを行っていた。作業の２日目、鉄製のアングル（L字形の鋼材、縦30m

m、横30mm、地上部長さ45cm、図３、４）が草丈約70cmの雑草の中に隠れており、刈刃の

左側を当ててしまった。その瞬間、刈刃のチップが欠け飛んで、被害者の右手首や顔に当

たった。このうち、手首にあたったチップは皮膚から10～20mm奥にまで入り込んだ。

その後、20分ほど作業を続けていたが、動悸がしてきて手首が腫れ上がり、内部に異物

感があったため、自分の運転で病院へ行った。表面から10～20mm内部、筋肉の内側に食い

込んでいたチップを摘出したが、その際に筋肉を切った部分がヘルニアになったため、近

いうちに再手術を受けることになっている。現在、ヘルニアのために疼痛があるとのこと。

事故原因と対策

例年は除草剤を撒いた後、草丈が低い状態で草刈りをしているが、この年は除草剤を撒

きそびれてしまい、突き出ていたアングルが隠れるまでに草丈が高くなってしまった。そ

の際、事前に環境確認をして異物の除去を行っていなかった。

また、ゴーグルの未着用、頭部は日本手ぬぐいのみなど防護が不十分であり、また、飛

散物防護カバーが取り外されていた。なお、特に顔面については、装着時に曇りが生じな

い金属メッ

シュのフェ

イスガード

の使用をお

勧めした。

チップの刺さった跡
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２．草刈機 （３）回転による事故 ② ２３

刈払機で土手の草刈り中、反動で刈り刃が右足に当たり負傷

（平成25年9月 7時頃 男性・79歳）

事故の概況

朝6時半から水田の土手草刈りを刈払機で行っていた。草丈は約40cm。水の落ち口付近

の傾斜面を刈り、次に、落ち口から排水路に水が流れ出るようにせぎが切ってある所を刈

っていた時、刈刃がせぎの側面に当たった。その跳ね返りで刈刃が右下腿部に当たり、受

傷。７時頃であった。直ぐに家に帰り、受傷部を水で洗った。長靴の中は血がたくさん溜

まっていた。

近医を受診するも手に負えないとのことで、近所の人の車で消防署に行った。消防署か

ら他病院に連絡したら、外科医がいないとの返事があり、救急車で大きな病院まで搬送さ

れた。右前下腿部挫創、治療期間約２ヵ月。

外科で傷口7cmの縫合が終わったのが、午後2時であった。約２週間後に抜糸。その後、

破傷風ワクチン注射を受け、翌年もう一回ワクチン注射の予定である。

事故原因と対策

今回の事故は、本来の刈払機による草刈り方向とは逆の方向に草刈りを実施したことに

より、キックバックが起こり、受傷したと考えられる。斜面の形状に合わせて、こまめに

草刈り方向を判断することが大切である。作業靴が一般的な長靴であったが、先芯入りの

森林作業用長靴をお勧めしたい。そして、脛保護機能付きの防護具を装着することが必要

である。そ

うすれば、

今回の受傷

は防ぐこと

ができたと

考える。ま

た、防護前

掛け着用を

していなか

ったが、必

ず着用して

ほしい。

 

この姿勢で刈っていた。①で法面にぶつ
かり、反動で手前の左脚下腿部を切った
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２．草刈機 （３）回転による事故 ③ ２４

道路脇を刈払機で草刈りをして、開始後1分ぐらいに右目にチップソーのチップ

が2個飛び込み、右目失明。 （平成21年6月 10時半頃 男性・67歳）

事故の概況

数日前に道路際の草刈りを数人で行った。事故当日、残り３ｍ幅くらいの刈り残しの草

刈りをしようとした。いつもは身につけるゴーグルも、わずかな時間で終わると思い、し

なかった。開始わずか１分も経たないうちに、右目に何かが飛び込んで目が開けられなく

なった。手で押さえて、手を見てもそんなに出血はしていなかった。また、痛みもそんな

に感じなかった。

ちょうど、他の仲間が休憩していたので、事故にあったことを伝え、近くの総合病院を

受診したが、手に負えないとのことで、大学病院へ行った。

２日間抗生物質を点滴して、落ち着いてから手術をした。10日間の入院。チップソーが

２個入っていた。2カ月後歯科に行って型をとってもらって、左目との色合わせ等をして

義眼をつくってもらった。（見た目には、義眼とは気がつかない）。通院治療は約4年かか

った。ただし、片目は失明したが、障害者認定はなし。視力が、眼鏡をして、0.06以下で

ないと、障害者認定はないとのこと。

事故原因と対策

刈払機の刃は２枚で1000円程度の、また使い古しの刃であった。網状のフェィスガード

をしている。刈払機は購入して３年目のもので新しいもの。

現場は、バラスが撒かれていたが、本人では石に刃が当たった感じはしなかったとのこ

と。作業は法面にも草があったが、道路側の平面のところを刈り始めてすぐの事故。

どんなに「短い

時間でも危険は常

在」する。せめて

防護メガネの着用

は徹底する必要が

ある。

作業開始、１分も経たない時、右目に何かが飛び込み、目が開けら
れなくなった。チップソーのチップが２個目に入っていた。現在義眼。

義眼
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２．草刈機 （３）回転による事故 ④ ２５

法面で、刈払機で草刈り中、回転刃が土の塊ではねて、左足中指を切った。

（平成24年8月 10時頃 男性・19歳）

事故の概況

背負い式刈払機で１ha区画の圃場の法面の草刈りをしていた。当日の天気は晴れ、朝８

時からもう一人の仲間と一緒に草刈りをしていた。雑草はイネ科の雑草で草丈は、30～40

cm程度であった。

10時頃、畦の天井部から体を乗り出して法面の草刈りをしていたとき、土の塊に刈刃が

当たり回転刃がはねて、左足中指に当たった。

すぐ近くの仲間も草刈り中で、大声で叫んだが聞こえず、直接仲間に事故に遭ったこと

を伝え、ダンプで約３０分のところの病院に連れて行ってもらった。その間、テッシュで

傷口を押さえて行った。約４針縫合した。右足第３趾切創。現在は、特に違和感はない。

事故原因と対策

本人は、事故当時就農して１年目であり、草刈り作業は３回目くらい、それまで約10時

間あまりの体験時間であった。このように初めて就農する者の教育をいかにするか、あれ

もこれも教えるのではなく、特に注意する点、また、法面作業は、平面の草刈りに比べ作

業レベルが高く、このような初心者にどの段階で次のレベルの作業をしてもらうか等のプ

ログラムも考える必要があると考えられる。

なお、当

日の作業ス

タイルは、

水田長靴、

キャップ帽、

ウレタン手

袋であった。

特別の防護

用の前掛け、

ゴーグルも

されていな

かった。
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（４）回転刃に直接手を出した不正常な使用による事故

２．草刈機 （４）不正常な使用 ① ２６

刈払機の刃に針金が引っかかったので、左手で取ろうとしたとき回転刃が完全に止

まっておらず、左手の薬指と中指を切る。 （平成25年8月 午後4時頃 男性65歳）

事故の概況

畑の草刈りを始めて10分後の事故であった。隣接した畑の境には金網の棚が設置してあ

り、棚は針金で編んだもので、古くなっていたので一部に針金が飛び出しており、草刈中

にその飛び出した針金が刈払機の刃に当たり、その反動でシャフトに巻きついてしまった。

簡単に取れるものと思い、刈払機のエンジンを止め、右手で草刈機を持ち左手で針金を

取ろうとした時、刈払機の刃が左手の薬指と中指を切ってしまった。エンジンを止めてい

たが、回転刃は完全に止まっておらず、指を切ってしまった。左手薬指と中指の切創。

軽トラックにおいてあったタオルを巻いて止血をして、軽トラックに乗って自宅へ帰っ

た。オートマチックの自家用車に乗り換えて病院へ行った。病院で治療を受けた結果、薬

指が肉と皮が広くはがれており、後で皮の縫合手術をするため、専門病院で治療を受けた

ほうが良いとのことで、別の専門病院へタクシーで向かう（事故後90分後）。病院では２

人の医師によって30～40分程度で手術が終わる。

事故原因と対策

刈払機は手を離すと自動停止のものであったが、スロットルを握り続けていると疲れる

ので、テープでスロットルを巻いていた。肩掛け式刈払機は、斜面を刈ることがほとんど

で、右手の持ち方を上から持ったり下から持ったりする。下から持つときスロットルが持

ちにくく購入後半年でスロットルを巻いて固定した。草丈は、1ｍ以上になっており境界

線の棚はよく見

えなかった。事

前の環境確認を

行わなかった。

針金を取ると

き刈払機を立っ

たままで針金を

とる作業をして

いた。また、エ

ンジンは止めた

が、惰性回転し

ており、確実な

回転停止確認後

に針金をとるべ

きであった。

エンジンを止めて左手で針金を取ろう
としたが、まだ完全に止まっていな
かったので、指を切った

針金が飛び出していて引っかかった
中指・薬指切創
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２．草刈機 （４）不正常な使用 ② ２７

雨の日、草刈りをしていたとき、葛のツタが刈り刃に絡まり、スロットルを落とし

てツタを取ろうとしたら、手が滑りスロットルが全開状態になり、左手人差し指を切

った。 （平成25年8月 9時頃 男性・34歳）

事故の概況

ご本人はブラジルからの労働者で、茶栽培をしている農家の労働者として就農して５年

目。オーナー夫人によると彼は大変几帳面で丁寧な仕事をし、働き過ぎるほど働く。

事故当日は、雨が続いていて、茶畑の仕事ができないので、草刈りを行っていた。草刈

りの現場では蔓が多く、絡まる状態であった。たまたま、同じようにクズの蔓が絡まり、

スロットルを最低にして、エンジン回転を落とし、刈刃を止めて、巻き付いた蔓を左手で

解こうとして蔓を引っ張った。その反動で、右手で刈払機のスロット近くを握っていた手

が雨露で濡れていて、すべってスロットルを全開状態に押し出し、刈刃が回転し、左手人

差し指を爪先から、指根元まで切り裂いた。左手人差し指挫滅創。

事故発生後、オーナー夫人に電話し、タオルで指を巻き、自分で軽トラックを運転して

自宅に帰り、オーナー夫人に病院に連れて行ってもらった。病院ではすぐに、15針縫合し、

約２週間で抜糸した。ただ、抜糸後も血がにじみ出て、何回か通院した。

幸い神経が切れることもなく、現在は指先を含めて、特にシビレ感や違和感、指の屈伸

も特段問題はない。

事故原因と対策

回転刃に絡まった

蔓は面倒でも、エン

ジンを止め、回転刃

の回転の停止を確認

してとるべきであ

る。また、一気に刈

らずに表面を刈り、

次いで次第に根元に

向かって何回かに分

けて刈るのも一法と

も考えられる。

なお現場は、ツタ

性のクズが生い茂り、刈払機を回転させるとすぐに、ク

ズの蔓が回転刃に巻き付く状態。今後、植生が変わるよ

うな手立ても考える必要がありそうである。

絡まった蔓を取ろうと身を乗り出したとき、右手がスロットルレバーに触れ、レ
バーを押し出し、全開となり回転刃が思いっきり回転。指を切り裂く。

人指し指の爪先から指の根元まで、回転刃
で切り裂いた。タオルで指を巻き付け、病院
へ。現在は幸い、指に違和感はない。
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２．草刈機 （４）不正常な使用 ③ ２８

集落の共同作業として「ため池」周辺の草刈り作業中、安全に草刈りをするスペー

スが少ない場所で、初めて作業した者が足を滑らせ、「ため池」に転落した。

（平成25年7月 11時頃 男性・55歳）

事故の概況

集落の共同作業として、朝6時頃から朝食や休憩を挟みながら、約20名で草刈り作業を

行っていた。そのうち3名が11時頃、集落の「ため池」周辺の草刈り作業を行った。

「ため池」には子ども等の進入防止のためにフェンスが張られており、草刈りはフェン

スの内側２名、外側１名で作業を開始した。フェンスの内側で草刈り作業していた者の足

場は幅が40cmしかなく、しかも池に向かって約23.6度傾斜している不安定な場所だった。

草刈りを始めて間もなく、１辺が刈り終わる角の直前で、「アッ」と思った瞬間、背負式

刈払機を背負ったまま、満水状態（水深約２ｍ）のため池に転落、完全に水没した。なお、

転落者はこの場所の草刈り作業は初めてだった。

一緒に作業していた仲間がすぐに事故に気付き、即座に転落した事故現場に回り、本人

の襟首付近を掴んで水中から引き揚げてくれたため、少し水を飲んだくらいで済み、怪我

ひとつなかった。刈払い機は本人転落と同時にエンジンに水が入って止まったため、水中

から引き上げられた時にはチップソーは回転していなかった。

事故原因と対策

池周りはできたときは水平であったが、長年の風化で池側に傾斜し、危険な状態であっ

た。このような長年の風化による崩落は、全国至る所に存在し、構造改善事業の実施時期

に、メンテナンス計画や更新計画も合わせて持つことが必要と考えられる。

なお、作業者が転落した付近は、フェンス上部が約29cmも内側へ倒れ込んでおり、その

ため足元のスペースが40cmあるのに対し、作業者の肩付近では、足元の半分にも満たない

11cmしかなかった。また、図のごとく転落者の進行方向、刈払機の動かし方が逆であり、

本来刈り方ではなかった。

フェンスが人側に倒

れかかっていた。
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（５）自走式草刈機の事故

２．草刈機 （５）自走式草刈機 －畦でのＵターンで落下－ ２９

ウィングモアー・自走式草刈機で水田畦畔の草刈り作業中畦で旋回する時、機械と

共に排水用Ｕ字構に落ちた。 （平成25年8月 午後3時頃 男性・50歳）

事故の概況

午後2時から水田畦畔の草刈りをウィングモアーで開始、約1時間後左側が用水堀で堰の

操作ハンドルにつながるコンクリート橋と金属製手すりがあり,右側1.2ｍ・傾斜角15度、

その右1.5ｍ・傾斜角30度、その右側が幅0.6ｍ、深さ0.9ｍの排水路になっている場所で、

手動により2～3回、前後へ動かして方向変換を行った時、排水路方面へ機械が引っ張られ、

排水路に落ちそうになったため、慌てて落ちるのを止めようとしたが、機械と共に転落し

た。体は機械左側に転落した。排水路から起き上がりエンジンを停止し、自力で機械を押

し上げ約150ｍ離れた自宅まで草刈り作業をしながら帰った。

なお転落した際、右乳首下を強打する。痛みは約4ヶ月続いたが何も処置はせず。以前

に肋骨骨折をした痛みを経験していたため自己判断で病院に行かなかった。仕事に支障は

なかった。ただ、現在も体をひねる時や重量物を持つ時は、時々現在も違和感がある。

事故原因と対策

現場は用水堰があり、段差のあるコンクリート壁や金属製手すりがあり、旋回には不向

きなところで旋回行動をしたことによる。あと1ｍ前方で旋回行動をすれば体の動きも多

少楽になり危険の程度も緩和された。

なお、過去に

農地の構造改善

事業を行った時

期には、畦草を

幅広の自走式草

刈機で刈ること

が想定されてお

らず、方向転換

する場所が確保

されていない。

新たに独自に

「踊り場」的な

ものを作る必要

がある。

左にコンクリート橋があり、余裕がないところで方向転換をしようとし
て、右の排水路に引きずられるように落ち、その際右肋骨を強打。
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２．草刈機 （５）自走式草刈機 －車からの降車－ ３０

自走式草刈機を軽トラックから、橋板を使って下ろすとき、橋板がずれたので直そ

うとハンドルを持ち上げて、手を伸ばしたとき、ハンドルが頭上を直撃、切創。

（平成25年4月 8時頃 男性・44歳）

事故の概況

朝9時半頃、エンドウ畑の溝の除草をするため、友達に借りた自走式草刈機を木製の橋

板２枚を使って軽トラックから下ろそうとした。自走式草刈機は、63kg。

草刈機の草の刈り高さは、４段に調整できる。下ろす際に刈り高さを一番低い位置にし

ていた。その結果モアの飛散防止カバーが橋板の軽トラに引っかかっている部分にぶつか

り、左側の橋板が軽トラから落ちそうになったので、左手を伸ばして直そうとした時、右

手で持ち上げていたハンドルが下がる形となり頭部を直撃した。

脳震盪を起こした訳でも無かったが、手を頭部に当てたら血がべっとりとついた。すぐ

に病院行った。特にレントゲンも撮らず、消毒とガーゼをする程度で、縫合することもな

く、１回の通院で終了し、その後特に問題はない。

なお、橋板の長さ193cm、幅19cm、厚さ3cm、軽トラの荷台の高さ65cm、橋の傾斜20°。

事故原因と対策

その年の３月に友達から借り、３回目に借りた時の事故であった。一度借りると4～5日

使い、軽トラからの上げ下ろしは、15回ぐらいの経験であった。刈り高さを最も高い位置

にセットして下ろせば、橋板にぶつかること無く、また橋板がずれることも無かった。

他の機械の積み降ろしでは、アルミ製のものを使うのだが、この草刈機は、車輪が滑り

止めのスパイクがついているので、アルミ製だと滑る可能性があるので、木製のものを使

用している。

この木製の橋板の

欠点は軽トラにかけ

た時、軽トラ側がど

うしても高くなりタ

イヤなどがぶつかる

可能性がある。この

ような場合軽トラ側

に出っ張りを解消す

るような部材の設置、

また、橋板の地面側

に地面に突き刺さる

ような構造など、さ

まざまな工夫改善が

必要と考えられた。

①

②

③

自走式草刈機をバックさせたところ（①）、橋板がずれて落ちそうになり（②）、
左手で直そうと体を前屈みにしたところ、ハンドルが下がり、頭を直撃（③）

地上１５５ｃｍ


